
自民党総裁選結果
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高市　早苗
石破　　茂
小泉進次郎
林　　芳正
小林　鷹之
茂木　敏充
上川　陽子
河野　太郎
加藤　勝信

181
154
136
65
60
47
40
30
22

計 735

1回目 得票数

石破　　茂 215
高市　早苗 194
計 409

決選投票 得票数

※
敬
称
略

自民党の新総裁に選出された石破茂氏＝�日午後３時�分、東京・永田町の
党本部

　
自
民
党
総
裁
選
は
�
日
、
党
本
部
で
投
開
票
さ
れ
、
石
破
茂
元
幹
事
長
（
�
）
‖
衆
院
鳥
取
１
区

‖
が
第
�
代
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
。
１
回
目
の
投
票
で
過
半
数
に
達
し
た
候
補
者
は
な
く
、
上
位

２
人
に
よ
る
決
選
投
票
の
結
果
、
石
破
氏
が
高
市
早
苗
経
済
安
全
保
障
担
当
相
（�
）を
破
っ
た
。

�
月
１
日
召
集
の
臨
時
国
会
で
、
岸
田
文
雄
首
相
の
後
継
と
な
る
第
１
０
２
代
首
相
に
指
名
さ
れ

る
。
早
期
の
衆
院
解
散
・
総
選
挙
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、石
破
氏
の
判
断
に
注
目
が
集
ま
る
。

　
鳥
取
県
選
出
の
国
会
議
員
が

総
裁
、
首
相
と
な
る
の
は
初
め

て
。
山
陰
両
県
か
ら
の
首
相
の

誕
生
は
島
根
県
の
若
槻
礼
次

郎
、
竹
下
登
両
氏
に
続
く
３
人

目
で
、
１
９
８
７
年
以
来
、
�

年
ぶ
り
。
任
期
は
２
０
２
７
年

９
月
ま
で
の
３
年
間
。
石
破
氏

は
党
役
員
人
事
に
着
手
し
、
新

執
行
部
を
発
足
さ
せ
る
。

　
石
破
氏
は
１
回
目
の
投
票
で

高
市
氏
に
続
い
て
２
位
だ
っ
た

が
、
決
選
投
票
で
逆
転
し
た
。

　
衆
院
選
を
巡
り
、
与
党
内
に

は
、
首
相
の
所
信
表
明
演
説
と

衆
参
両
院
の
代
表
質
問
の
直
後

に
解
散
す
べ
き
だ
と
の
声
が
根

強
い
。
�
月
�
日
や
�
月
�
日

投
開
票
の
見
方
が
あ
る
。
石
破

氏
は
「
な
る
べ
く
早
期
に
信
を

問
う
の
は
当
然
だ
」
と
述
べ
て

い
た
。

　
石
破
氏
は
総
裁
選
で
、
地
方

創
生
を
政
策
の
柱
の
一
つ
に
掲

げ
、
「
防
災
省
」
の
創
設
を
主

張
。
政
党
交
付
金
の
使
途
な
ど

を
明
確
化
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
「
政
党
法
」
の
制
定
な
ど

政
治
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
を

訴
え
た
。

　
総
裁
選
は
岸
田
氏
の
総
裁
任

期
満
了
に
伴
う
も
の
で
、
派
閥

裏
金
事
件
に
端
を
発
す
る
派
閥

解
消
の
流
れ
を
受
け
、
過
去
最

多
９
人
の
争
い
と
な
っ
た
。
石

破
、
高
市
両
氏
の
ほ
か
、
小
林

鷹
之
前
経
済
安
保
相
（�
）、
林

芳
正
官
房
長
官
（�
）、
小
泉
進

次
郎
元
環
境
相
（�
）、
上
川
陽

子
外
相
（�
）、
加
藤
勝
信
元
官

房
長
官
（�
）、
河
野
太
郎
デ
ジ

タ
ル
相
（�
）、
茂
木
敏
充
幹
事

長
（�
）
が
立
候
補
し
た
。

　
鳥
取
県
八
頭
町
（
旧
郡
家
町
）
出

身
。
慶
応
大
法
学
部
卒
。
銀
行
員
を

経
て
１
９
８
６
年
の
衆
院
選
で
初
当

選
。
防
衛
庁
長
官
、
防
衛
相
、
農
林

水
産
相
、
党
政
調
会
長
、
党
幹
事
長
、

地
方
創
生
担
当
相
な
ど
を
歴
任
。
�

歳
。
鳥
取
１
区
、
衆
院
当
選
�
回
（無

派
閥
）
。
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